
高等学校 国語科 言語文化 学習指導案 

指導者 西原 利典 

日  時 令和 6年 11 月 29日（土） 第 2限 10:35～11:25  

場  所 第 4研修室 

学年・組 高等学校 1年 2組 40人 

単  元 文化としての日本語探究～日本語に〇〇は必要か～  

目  標 1.我が国の言語文化に特徴的な語句の量を増し、それらの文化的背景について理解

を深め、文章の中で使うことを通して、語感を磨き語彙を豊かにする。（知識及び技

能） 

2.文章の構成や展開、表現の仕方、表現の特色について評価することができる。 

（思考力、判断力、表現力等） 

3.言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を

向上させ、我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、言葉を通して他者や社

会に関わろうとする。（学びに向かう力、人間性等） 

 

指導計画（全 5時間） 

 第一次 これまでの古典学習を通して「古文・漢文学習」のどこに難しさを覚えたかアンケ 

ートを取る。（google フォームによる） 

第二次 アンケート結果を基に項目を立て、4人 1組の 10グループで分担する。1時間 

第三次 グループごとに分担した項目についてその変遷を調べ、クイズを作る。3 時間 

第四次 日本語歴史クイズ大会を開く。1時間（本時 1/1） 

 

授業について 

新科目「言語文化」においては近世までの古典作品に加えて、近現代の小説や詩歌が加わった。

このことは古典を現代と切り離して捉えるのではなく、現代とつながりあるものとして捉えると

いうことにほかならない。 

「現代の国語」が共時的な視点・思考を養うものだとしたら、「言語文化」では通時的な言葉の

変化に目を向け、学習指導要領にもあるように言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、我が

国の言語文化の担い手としての自覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度の育

成を目指すものと考える。古典から現代を捉え、また現代から古典を捉える、その往還によって、

「我が国の伝統的な言語文化」をより深く学べるのではないだろうか。 

これまで高校における古典学習は教材の読み取りと読み取りのための文法・句法事項の指導が

中心となりがちであった。科目「言語文化」について学習指導要領には「我が国の言語文化とは、

わが国の歴史の中で創造され、継承されてきた文化的に価値をもつ言語そのもの」と記されてい

る。「言語文化」の学びには、古典文学作品の読解だけではなく、「言語そのもの」の学びも含まれ

なければならない。 

多くの生徒が高校に入学して出会う「古典」に難しさを感じている。難しさの要因は現代の言葉

との違いである。難しさ、苦手意識を少しでも払拭・緩和するためにも、日本語の変遷を探究させ

ることで古典語は現代語に繋がるものであることを認識させたい。そういった指導者の目標を達

成するために、学習者には古典語と現代語との繋がりが理解できるクイズを作ることを目的とし、

その過程において言葉の変遷を主体的に調べるという学習を展開したい。 

この学びは生徒にとって古典との距離を縮め、言葉への興味関心を喚起し、古典学習への意欲

を高め、自身の言語生活を見直し、意識的に言葉と関わろうとする態度を育むものと思われる。 



題  目 日本語歴史クイズ大会を開こう。 

本時の目標 

 1．時間の経過や地域の文化的特徴などによる文字や言葉の変化について理解を深め、古典の

言葉と現代の言葉とのつながりについて理解する。（知識及び技能） 

2. 作品の内容や解釈を踏まえ、自分のものの見方、感じ方、考え方を深め、我が国の言語文

化について自分の考えをもつ。（思考力、判断力、表現力等） 

3．古典から受け継がれてきた日本語について調べた成果発表を聞き、言葉への関心を高め、さ

らに問いを持つ。（学びに向かう力、人間性等） 

本時の評価規準（観点／方法） 

 1. 時間の経過による言葉の変化について理解できた。（知識・技能）／観察 

2. 場の状況に応じて言葉を選ぶなど、自分の考えが分かりやすく伝わるように表現を工夫で

きている。（思考・判断・表現）／観察 

3．古典から受け継がれてきた日本語について調べた成果発表を聞き、言葉への関心を高め、

さらに問いを持つことができた。（主体的に学習に取り組む態度）／記述 

本時の学習指導過程 

学習内容 指導上の留意点 評価の観点と方法 

〈導入〉 

1.本時の流れを確認する。 

（5分） 

 

〈展開〉 

2.クイズ大会を開催する。 

（30分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈まとめ〉 

3.学習の感想を書く。 

 

 

1.本時の学習活動について説明をする。 

 

 

 

2.①各グループ学習したことを発表し、クイズを出 

題させる。 

⑴「日本語の変遷」について項目別に発見し

たこと、他者にも伝えたいことをパワーポイント

3～5枚のスライドにまとめ、3分以内で発表。 

⑵その中から日本語の変遷に大きくかかわる

話題をクイズ形式で出題。 

   ⑶回答する時間を数十秒与え、その後正解

を発表。 

②聞く側の生徒にはワークシートを配布し、 

発表のメモとクイズの解答を記入させながら聞く

ように指示する。 

 

 

3.本時の学習から新たに知ったこと、考えたこと、

興味を持ったことなどを書かせ、数名に発表させ

て共有する。 

 

・教師の説明を聞いて

いるか。（観察） 

 

 

・機器を効果的に使い

ながら要領よく説明

できているか。（観

察） 

・聞き手を意識した声

で発表できている

か。（観察） 

 

 

・メモを取りながら聞き 

取っているか。 

（観察） 

 

 

・積極的に記述しようと

しているか。（観察） 

 

備考 補助テキスト・『中高生からの日本語の歴史』倉島節尚（2019年 ちくまプリマー新書） 

              ・『日本語全史』沖森卓也（2017年 ちくま新書） 

 

 



実践上の留意点 

 

１．授業説明 

 「言語文化」では主として文学作品の読解にその重きが置かれがちであるが、学習指導要領にもあ

るように「言語そのもの」の学びも含まれなければならない。そして「言語の学び」と言っても、知

識注入型の授業展開ではなく「探究型」に落とし込んでいきたい。日常的に使っている「日本語」は、

使えてしまうからこそ見落としがちであるが、実は知らないこと、分からないことがたくさんある。

そこから学習者自身が「問い」を立て、課題化し、探究することで日本語を使用する自分をメタ認知

し、自律的な日本語使用者になることを国語科教育目標の一つにしたい。 

本単元のゴールは「日本語歴史クイズを作る」ことであるが、そのプロセスにおいて日本語を通時

的に捉え、古典語との距離を縮め、古典語・古典学習への抵抗感を緩和するのではないかと考えた。 

授業実践は 2学期の後半であるが、種まきは年度当初から始めた。「言語文化」の学習シラバスを日

本語の歴史を意識して「漢文」→「古文」→「近代文学」と配列した。各単元では従来通り文章の読

解を中心としたが、要所要所で日本語に対する疑問を持たせ、言葉への興味を喚起するように促した。 

探究学習は往々にしてネットによる情報、資料収集・コピペで済まし、表層的な理解しか得られな

いことが多い。本実践にあたり文献を絞ってじっくり向き合わせたいと、初級向けと中級向けの新書

を 2種類選び、4人に１冊ずつ渡るように準備した。 

探究分野を一般的な歴史区分で分担し、その時代の日本語の特徴を切り取り、日本語の歴史に大き

くかかわるクイズを作り、互いに解答し合うことで全体を一本の線でつなぎ、「日本語」を通時的に眺

めるという学習を企図した。 

 

２．研究協議 

まず「時間的な課題」。「言語文化」は 2単位であり、その限られた時間数の中でこれまでの古典に

加え、近現代文学作品も扱わなければならない。作品を読解することで精一杯の中で本実践のように

「言語事項」の学習指導を取り立ててまとまった形で組み入れることが時間的に難しい現状である。 

その点にも関わるが、そのような状況の中でこの学習を行う「必然性」はどこまであるのか、とい

う質問が協議会で出された。学習のねらい、目標は日本語の変遷を「通時的」に眺め、現代の自分た

ちが使っている言葉を見つめ直し、自律的な日本語話者の育成である。そのことの必然性がどれくら

いあり、またこの学習を通してどれくらいねらい、目標が達成できたかという「評価の問題」が一方

にはある。今のところ学習後の感想に拠るしか思いつかない。 

さらに「通時的に眺め」と述べたが、今回の学習は果たして日本語を通時的に眺めたことになるの

か、という質問が出された。分担を時代ごとに区切ったのでは言葉を「共時的」に掘り下げたことに

なる。「通時的」にと言うのであれば「文字表記」「音韻」「語彙」「文法」と項目ごとに分け、時代を

縦に眺めて変遷をたどらせるべきではなかったか、という意見をいただいた。授業者としては各グル

ープの探究結果を繋げることで「通時的」と解したが至らなかったようである。しかしながらそこま

で進めるともはや国語学の領域にまで踏み込むことになり、中等教育の範疇を越えるようにも思われ、

そのあたりの匙加減が難しいと感じた。 

 


